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令和５年３月 

高岡市民病院事務局 

 

 

令和４年度高岡市民病院経営懇話会の概要 

 
１ 日   時   令和５年３月２日（木）午後４時～午後４時 55分 

           

２ 場   所   高岡市民病院講義室 

 

３ 出 席 者   高岡市民病院経営懇話会委員 

成瀬委員（座長）、川渕委員、河村委員、佐野委員、炭谷委員 

          事務局 

薮下院長、伊藤理事・副院長、福島副院長、米山副院長・看護部長 

柴田事務局長、上森総務課長、島田医事課長 

 

４ 協議事項   

（１）令和３年度高岡市高岡市民病院事業会計決算の概要 

（２）令和３年度第Ⅴ期中期経営計画 評価指標 

（３）令和４年度の経営状況について 

（４）令和５年度の主な取り組みについて 

 

５ 委員からの主な意見等 

（１）令和３年度高岡市高岡市民病院事業会計決算の概要及び（２）令和３年度第Ⅴ期中期経

営計画 評価指標について 

〔委員〕 

外来・入院延べ人数の昨年度に対する増減は医師の減による影響もあるのではないか。市

民病院に限らず、総合病院ではどこも抱えている問題である。 

〔病院〕 

コロナ前に比べると医師が減少している。常勤の医師がいない場合は、入院が必要な患者

は他の病院に行っていただいている。各大学に医師の派遣を依頼しているが、地方の大学病

院自体の医師数が減っている状況である。 

〔委員〕 

新型コロナウイルス感染症が５類になると、コロナの診療にかかる高い診療点数がどうな

るのか心配である。 

   〔病院〕 

市民病院では新型コロナウイルスに係る補助金の影響が大きく、補助金がないと大きな赤

字となる。 

〔委員〕 

経営においては中長期的に人件費をどう考えるかが常に問題となってくる。企業では人を

減らすのが当たり前だが、医療は状況が異なる。 
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〔委員〕 

病院は人員を揃えられるかが大事であり、人員を減らして人件費を改善しても意味がない。

人員が減ると病床を閉鎖しなければならない。 

〔病院〕 

病院は人員がある程度いないと収益が上がらない構造となっているので、人を減らせばい

いということではない。病床が減って患者が減ると収入も減り、収支が悪化してしまう。 

（３）令和４年度の経営状況について 

〔委員〕 

開業医の患者が市民病院にかかったとき、市民病院から紹介状の依頼があるものとないも

のがある。依頼がないときは患者本人が情報提供に同意していない場合か。 

〔病院〕 

病院に来られた際には、かかりつけ医を聞くことになっているが、複数の病院を挙げる方

もいる。 

（４）令和５年度の主な取り組みについて 

〔委員〕 

訪問看護体制の強化とは、ステーションを設置するということか。 

〔病院〕 

（ステーションではなく）医療保険の範囲で行うものである。退院支援として５回まで訪

問看護を行い、あとは地域につなぐ。来年度は訪問用の車を増やす予定で、地域につなぐ

までの訪問看護として充実させていきたい。 

〔委員〕 

電子決済のサービスが増えてきているが、手数料が高く撤退する飲食店もあると聞く。 

病院としては難しいところもあるかもしれないが、利用者としてはあると嬉しい。 

   〔委員〕 

市民病院に Wi-Fi が導入されると聞いてうれしい、市民病院の売りになるのではないか。

入院中も家族と話すことができ、安心につながる。 

〔病院〕 

患者向け Wi-FiはＲ５年度中に導入予定である。 

〔委員〕 

病院の防災訓練はどうなっているのか。 

〔病院〕 

市民病院では火災想定 1回、地震想定 1回で年 2回訓練している。コロナ禍のため以前と

同じような訓練はできていないが、今後は以前と同じ体制に戻し、様々な災害について訓練

できないか検討したい。また、看護部においては、誰 1 人取り残さないという目標を立て、

火災を想定して病棟ごとに図上訓練を行い、防火扉の開け閉めなど細かく想定して全員が対

応できるようにしている。 

〔委員〕 

市民病院ではサイバー攻撃の対策はしているのか。 

〔病院〕 

最新のセキュリティソフトの導入、データのオフライン管理など、できる限りの対策はし

ている。サイバー保険に入っている病院もあるので、当院でもどうするか検討したい。 


